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会 議 要 旨 

会 議 名 令和８年度第２回東金市子ども・子育て会議 

日   時 令和８年７月３０日（木）午前１０時００分～午前１１時００分 

場   所 東金市役所 第１委員会室 

出 席 者 委員１１名 

綿貫委員、髙橋委員、市原委員、西村委員、森田委員、今野委員、 

萩原委員、花澤委員、石川委員、吉井委員、小髙委員 

事 務 局 【市民福祉部】 

遠藤市民福祉部長 

（こども課）林課長、戸田副課長兼こども係長、大杉運営係長、 

峰島入園係長、鈴木主任主事、古川主事 

（子育て支援課）奥田課長、羽田副課長兼児童家庭係長 

（健康増進課）布施課長、鈴木副課長、齋藤母子保健係長 

【教育部】 

（学校教育課）京相主幹、淺井学童クラブ係長 

次   第 １．開  会 

２．議  題 

（１）東金市こども家庭センターについて 

（２）大和幼稚園のあり方について 

３．そ の 他 

４．閉  会 

１．開  会 あいさつ（市民福祉部長） 

２．議  題 

事務局 
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事務局 

 

会長 

 

 

 

 

※事務局より 

議題(1) 東金市こども家庭センターについてを説明。 

 資料１ 東金市こども家庭センターについて 

 

ただいまご説明いただきました、これまでの組織を改めて東金市こども家庭セン

ターというものを設置し、ふれあいセンターの中にそれを置くというご提案でござ

います。これについてご審議をいただきますが、皆さんから質問の前に私からいくつ

か伺います。対象年齢は０歳から１８歳の子どもということでよろしいですか。 

 

対象は０歳から１８歳でございます。 

 

現在は健康増進課と子育て支援課が連携して、子育て世代包括支援センターを設

置しているとありますが、今その連携でセンターを設置しているものが、今度２つの

機能を１つの部署に集約したらどういう形になるのかわからないのですが、こども

家庭センターはこの２つの課が統合して１つになるのか、意味を教えてください。 
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現在東金市におきましては、児童福祉を子育て支援課、母子保健を健康増進課とい

うことで、２つのセクションで連携を取りながら、分かれて行っている現状のものを

１つの部署、セクションに統合しまして、様々な問題に対処する。目的は、切れ目の

ない包括的な支援をここで行っていこうというものでございます。 

 

行政の仕組みとして健康増進課と子育て支援課は残るのでしょうか。 

 

はい、残ります。 

 

その中の母子保健の係と児童福祉の係が、このセンターに移るという考えでよろ

しいでしょうか。 

 

具体的に申しますと、子育て支援課本体がふれあいセンターに移りまして、健康増

進課の母子保健係が子育て支援課の中に入ります。子育て支援課の中で要対協の関

係と母子保健の関係を両方所管するというところでございます。 

 

健康増進課の中の母子保健に関するものが子育て支援課に移って、ふれあいセン

ターの中にあると。 

 

はい。健康増進課自体は母子保健が抜けて、他の成人保健や予防接種の部分が残っ

て健康増進課として機能いたします。 

 

ありがとうございます。後程、市民に説明する際にも、現状からこう変わるという

ところをもう少し分かりやすく示していただければありがたいと思います。総合計

画の中でも、表記や各課の機能等が変わってくると思うので、位置付けがわかりやす

くなるように説明いただければと思います。 

それでは、委員の皆さんからその他のご質問やご意見等があれば伺いたいと思い

ます。挙手にてお願いいたします。 

 

ご丁寧なご説明ありがとうございました。地域資源について質問します。 

地域資源って何だろうかと会議前に思っていたのですが、本日お示しいただいた

資料で、具体的なものが見えてきました。 

今現在、東金市がこども家庭センターの設立に向けて動き始めた段階で、市内の地

域資源のどういったところと交渉を始めたか、協力の見通しがあるかを教えていた

だければありがたいです。 

 

こども家庭センターを設置するということで、現在、地域資源と接触を持つアプロ

ーチは特に行っておりません。こちらの資料は国が出しているものでございますか
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ら、こちらに掲げている地域資源はベストの形といいますか、すべて網羅してる形で

ございます。 

これは地域によってあるものないものがございますから、まずは、今東金市にある

ものに協力いただいて、この事業に取り組んでいく。 

そして、地域資源というのは、いわゆる地域の相談窓口、地域の力となるものでご

ざいますから、これは多ければ多いに越したことはございません。地域資源も含め

て、こども家庭センターの設置に努めていきたいと考えてございます。 

 

地域資源の中に教育委員会、学校というものがございます。当該市内の高校に、公

務員になるためのコースを持っている高校があります。 

そういった高校の生徒さんと東金市が少しでも繋がりを持つことで、高校生は具

体的な体験から、将来の夢を確実にできるような道が開けてくるかなと思います。ぜ

ひ、そういった高校生なんかの活躍の場なども検討していただければありがたいな

と思います。 

 

学校との連携等についてというご意見ですので、考慮して考えていただければと

思います。市内にせっかく綿貫委員の大学もございますので、当然その連携する機関

に入ってくると思います。 

身近な相談機関との連携ということに関して、業務の一部を子育て世帯等の身近

な相談機関等に委託可と書いてありますが、現時点でどこかに委託するような業務

や委託先として想定しているものありますか。 

 

資料では委託も可となっておりますが、現在のところ、委託というのはまだできて

いない状況でございます。 

 

左上の枠に地域子育て相談機関とありますので、保育所、こども園、幼稚園、その

他学校も含むと思いますが、様々な団体等に必要に応じて委託ができることもある

そうですので、今後検討いただけるということだと思います。 

その他、委員の皆さん、ご質問等お願いいたします。 

 

今回、国から示されたこども家庭センターの設置等サポートプランの作成という

ことで、その中で行っていく概要だと思うんですが、設立の目的として、切れ目のな

い支援を行うとなっていて、何か問題があるから、今回切れ目のない支援を行うとい

うことだと思うのですが、東金市において、現状でこういった課題があって、こうい

うことを踏まえて設立するみたいな部分はありますでしょうか。 

 

ただいまのご質問でありますが、まずそういう重大な問題があって、設置というよ

りは、国の定める法に従って、こども家庭センターを設置しなければならないという
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形でございます。今のご質問のように、切れ目のないというのが目標で、具体的な事

例というのはございませんが、例えば乳幼児期からスタートして、そこで支援が途切

れてしまって、お子さんだったり、家庭だったり、わずかな問題が支援を離れてる間

に肥大化する、大きくなる。その後、児童になったときに相談が来るということにな

らないように、家庭内、お子さんの問題を重大化させない。早期発見というのが大事

でございますから、そういったことがないように、切れ目のなく、問題は小さいうち

からという予防的な観点から、こども家庭センターで取り組みたいと考えていると

ころでございます。 

 

設立の目的のところに、東金市の考えている意義、いわゆる国が言ったからという

ような言い方ではなく、市の中でこういう課題があって、そこをちゃんと解決してい

きたい、解決していくために設立するというところを補足したほうがいいのかなと

思いました。 

 

この計画策定にあたって、先行する他の自治体等の事例等も調査されたと思いま

すが、その中でも、東金市はこういう形をとるんだという、そういった経緯などをご

説明いただくといいんだと思います。 

 

こども家庭センター設置にあたりまして、設置の形態というのがいくつかござい

ます。自治体の中には、子育て部門と母子保健部門をそのまま維持した形で、違う課

のまま連携をしてというところも数多くございますが、本市の場合は、こちらの２つ

の部分を１つの課にまとめてというところが特徴であると考えております。 

 

このような資料とご説明ありがとうございます。 

大変賛成したいのですが、この前の研究発表で、こうのとりのゆりかごの研究発表

や論文を見ていまして、望まない妊娠や DV に遭ってるなど、そういう方がこちら

の支援センターにアクセスするときに、どういったアクセス方法があるのか。 

また、妊娠期から子育て期に渡る切れ目のない支援を行うということが目的と書

いてありますが、こども家庭センターという名称だと子育というイメージが大きく

て、妊娠期から支援することが分かるような名称になると、相談もしやすいのかなと

いう考えが私はあります。 

きっと専門家でないとこういう形というのが分からないと思うので、現在や今後

の計画、東金市のサポートプラン等、こういう悩みだったらこういうところに繋ぐこ

とができますという内容をホームページなどに載せるとわかりやすいのかなと思い

ました。 

 

妊娠期の心配な方のアクセスといったものは、妊娠ＳＯＳという県が行っている

委託事業の周知をホームページでしています。 
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また、望まない妊娠をした方にということで、母子手帳を取りに来る方はそこでお

話ができるんですが、取りに来ないで悩んでいる方に向けても、ホームページで周知

しています。他にも館内に様々な掲示をして、ふれあいセンターに来る方はそこで目

につくのですが、そうじゃない方はオンラインでも相談できるような体制もとって

います。 

他には市内全ての中学校で、中学２年生に対して思春期健康教育を行っていて、そ

こでも妊娠に限らずですが、性のことや、様々な相談先を周知しています。 

望まない妊娠での虐待や、赤ちゃんの０日死亡などが今問題となっているので、産

婦人科で心配な妊婦さんを見つけた場合は、産婦人科から市に連絡が来るようにな

っています。以前は個人情報の関係でなかなか連絡が来ないこともあったのですが、

今は徹底されていて、心配な方については連絡をいただくようになってます。 

 

サポートプランの作成というのは今考えてらっしゃるのでしょうか。 

 

サポートプランは国の方から作成するよう定められています。こども家庭センタ

ー自体は来年から始まるのですが、現在、母子保健でサポートプランというものを作

成しています。 

これは、関係機関との密接な連携のもと、より手厚い支援や継続的な支援、関係者

の調整等が必要と判断される妊産婦や乳幼児、保護者や家庭等を対象として作成す

ることとなっています。 

一般的と言いますか、ポピュレーションアプローチで済むような方には作成して

いないのですが、例えば産婦人科や、幼稚園、保育園、学校などの関係機関と連携が

必要な方に対しては、そのサポートプランを作成して、よりよく支援ができるよう

に、それを保護者とも共有をして、こういった目標を立てて、ここを改善していける

といいですねというような話し合いができるようなツールになっています。 

 

東金市として、こういう支援ができる、子ども食堂だったらこういう場所があると

か、そういったサポート的なものは提示してるんですか。 

 

児童福祉部門の方のサポートプランというのはこれからの作成になるんですが、

そのサポートプランの中で、利用できるような地域資源や、子育てに関する支援とい

うものを、分かるような形で明示して、その中で希望するサービスを選んでいただく

というような形を考えております。 

しかし、地域によって地域資源の充実度に大きく差がありますので、そういったと

ころも含めて、これからの課題と考えております。 

 

現在、大学の方でも子育て支援センターというか、子育て支援教室のようなことを

学生と教員、専門職、理学療法士などで行っておりまして、相談に来るお母さん方も
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結構いらっしゃいます。ぜひこのプランに組み込んでいただければ、お力添えになる

かと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

１点質問なんですが、こども家庭センターを作ることによって、人員は増えますで

しょうか。それとも課が統合するだけで人員は同じでしょうか。 

 

国の方針ですと、センター長と相談を俯瞰的に見る統括支援員、この２名は必須で

ございます。人員については、これから総務の方と協議し、現状の状況を踏まえなが

ら、いい体制を整えていきたいと考えてございます。 

 

ふれあいセンター内に設置するというのはとてもいいことだと思います。 

例えば、今までふれあいセンターの健康増進課に行っていた方達が、子どもの年齢

が上がると今度は子育て支援課に相談しに行かなければいけない、東金市役所に行

かなければならない。こども家庭センターが設置されれば、妊婦の頃から通いなれた

ふれあいセンターから別の場所に相談をしに行かなければならないということがな

くなり、同じ場所で引き続き相談が受けられる。 

また、例えばインフルエンザや他の予防接種のワクチンを打ちに行かない家庭が

あって、その子が幼稚園や保育所に行ったとき、ネグレクトなどに繋がって、今度は

子育て支援課さんがサポートするとなっていたものが、これからは同じ部署で、物理

的な場所が近くなることによって、切れ目ない支援や職員同士の連携がとても強化

されるんじゃないかなと思います。 

その上で、今は大丈夫だと思うのですが、ふれあいセンターのクーラーがなかなか

修理されないという話を２年前か３年前に聞いたりしていたのですが、そういった

設備面も強化していただければと思います。 

また、正面入ったところのスペースとかで妊婦の方とか、田間公園で遊んでいた子

供たちが、暑いからふれあいセンターでちょっと涼もうぜとか、そういったリラック

スして過ごせるような場所にするためにも、そういったところに予算を回して、セン

ターの設置と併せて意識していただければと思います。 

 

施設の方も２０年以上経ちますので、とても傷んできているところでございます。

今ご指摘のあった空調設備については、去年整備ができまして、今は冷暖房完備でう

まく動いております。 

また、入ったところに交流スペースというものございます。スペース的には市役所

と比べたらずっと広くなっており、活発な交流を図れるような場所もございますの

で、皆さん自由に来ていただければと考えております。 

 

少し補足ですが、子育て支援課が移動するに当たりまして、執務室を改装する予定

がございます。それと併せて、授乳室の方も整備するように考えております。 
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 授乳室はなかったのですか。 

 

授乳室については、空いてる部屋を利用するということで利用はあったのですが、

今度は相談するスペースのすぐ近く、見守れるような場所に専用のスペースを作る

予定でございます。 

 

役職のある方っていうと、センター内には子育て支援課の課長、こども家庭センタ

ーのセンター長、ふれあいセンターのセンター長もいるという形になるんでしょう

か。兼務するところありますか。 

 

現在のところ、こども家庭センター長につきましては、子育て支援課長が兼務する

ということでございます。ふれあいセンターにつきましては、健康増進課長がふれあ

いセンター長でございます。 

 

この子ども子育てに関しては、子育て支援課と健康増進課の他に、こども課、学校

教育課、社会福祉課も関わっていて、例えば虐待や不登校、非行という問題になると、

児童相談所にも繋ぐ機能があるので、このこども家庭センターもそこになることに

なりますよね。 

今、お話をいただいた子育て支援課と健康増進課の他のこども課、学校教育課、社

会福祉課の関わり方についてご説明いただきたいと思います。 

 

確かに子育て支援課、健康増進課は１つのセクションになるわけでございますが、

こども課、学校教育課、社会福祉課につきましては、本庁に残り、当然連携というも

のは必要でございます。 

虐待、不登校の協議会、カラー刷りの資料で申しますと、右下の部分で要保護事業

対策地域協議会なるものがございます。こういったメンバーの方々との連携をとり

ながら、いわゆる虐待、児童対策の協議会として、問題に対処する協議会がございま

すので、こういった場の席でも連携、情報交換し、不都合のないような形、支障がな

いような取り組みに努めて参りたいと考えております 

 

先ほど委員の皆さんのご意見を伺っていると、市民への広報に関して、どうなるん

だろうって思ってらっしゃる節がありますので、来年度のこの会議の際に、市民にこ

ういった資料で広報しているといったチラシとか、そういったものを、委員の皆さん

にお示ししていただいて、参考とさせていただければと思います。 

 

周知につきましては、当然来年の第１回の会議でお示ししますということと、４月

１日開設でございますから、当然、年明けぐらいにはこのセンターの周知というのは
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページや回覧、チラシなど、関係機関との連携をとりながら、周知に努めて参

りたいと考えております。 

 

 よろしくお願いします。この議題１について、委員の皆様、その他、ご意見等ござ

いますか。また事務局から補足等あれば。よろしいでしょうか。 

それでは議題の２件目に移ります。 

大和幼稚園のあり方についてです。事務局からご説明をお願いいたします。 

 

議題(2)「大和幼稚園のあり方について」を説明。 

資料２ 大和幼稚園のあり方について 

 

この委員会では議決とかそういう機能ではないと思いますので、委員の皆さんか

らご質問ご意見等を承りたいと思います。 

 

すいません。私にとってわかりやすいっていうような観点でお話申し上げます。 

資料の２の（３）と（４）の表ですが、１つにまとまってもいいのかなと感じまし

た。（４）を見ると、０歳児は合計３なんですが、（３）では１３で、同様に１歳児は

（４）では７ですが、（３）では１３です。 

これだと、その他の子どもはどこへ行ってしまったのかなということになります

ので、（４）の中にその他とか、そういう欄を設けて、０歳児の合計が（４）でも１

３になるようにした方が、理解しやすいという印象を持ちました。 

また、資料の２ページ目ですが、（２）の対象となる子どもの数が５８人ですが、

１ページ目の（３）の０歳児と２歳児の数字が合ってないのが気になりました。 

例えば、家庭数で実施したとか、質問したとか、そういうことなのかなとか、少し

分かりにくいところがあったので、１ページ目の２の（３）と２ページ目の（２）の

数字が違うのはどうしてか教えていただければありがたいです。 

 

まず、（４）の表に合計値が入った方が分かりやすいという意見を頂戴いたしまし

たが、ご指摘ありがとうございます。私もそのように思いましたので、修正して、今

後、教育委員会や議会に説明をして参りたいと考えております。 

もう１点の、３の（２）の子どもの数５８人の内訳と、２の（３）の就学前児童数

の内訳が合わないというご質問ですが、こちらの２の（３）は令和８年４月時点の子

どもの数でございまして、アンケートは令和８年の１月に実施しております。 

アンケート後に生まれた子どももおりますので、０歳児については増えていると

いう状況です。その他、転入転出等の異動があった場合には、他の年齢についてもず

れるという状況でございます。 
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委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

３の（２）のところに、実施の時期を入れとくと、私のような間違い、疑問を持つ

者が少なくなるかと思いますのでよろしくお願いします。 

 

大和幼稚園の保護者なのですが、この保護者説明会も行かせていただきまして、市

役所の方も真摯に説明をしてくださいまして、閉園という方向に進んでる話を聞き、

やむを得ないのかなと。私も４歳児の娘がいるので、娘が卒園する段階での閉園はと

てもありがたいと思いましたので、閉園に向けて進めていただければと思います。 

１点、学童クラブについて、大和地区の学童クラブが一緒に閉所するということで

すが、学童クラブも幼稚園も市の持ち物なので、一緒に閉所するということでよろし

いのでしょうか。 

 

学童クラブにつきましてはお見込みのとおり、市の施設でございますので、大和幼

稚園閉園に伴い、併せて閉所という形で検討を進めております。 

 

ちなみに検討とのことですが、残る可能性はあるのでしょうか。 

 

すみません、基本的には閉所です。大和地区の学童クラブは、城西小学校からお子

さんが２キロ歩いて移動しているという問題が以前からありました。その中で児童

数も減少し、城西小学校内の学童クラブの定員で収まる見込みが立ちましたので、令

和９年度末で大和幼稚園と同時に閉所ということで、考えております。 

 

今通ってる大和地区の学童クラブの子たちにも、広報などで説明は必要なのかな

と思いますので、そういった対応をしていただけると助かります。 

 

大和幼稚園が城西幼稚園と統合ということで方向性が出されましたが、城西幼稚

園と統合するにあたって、大和幼稚園から城西幼稚園に職員が異動することで、子ど

もたちの様子をよく知っている、また保護者にとっても安心して任せられるという

状況があるかと思います。 

すでに市の方でもお考えがあるかと思いますが、こういった職員の異動、安心を生

むというようなところもぜひお願いしたいところであります。 

 

今の大和幼稚園に通っているお子さんはすべて大和幼稚園で卒園しますので、統

合と言いましても、園児が大和幼稚園から城西幼稚園に移動するわけではございま

せん。 

もしそういうお子さんがいるのであれば、委員がおっしゃったとおり、引き継ぎ保

育など、そういったことで対応しようとは思っておりましたが、今回３歳児がいない

ということで、今回そのような必要性はあまりないのかなと思っております。 
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

今いないっておっしゃいましたが、資料の４の（２）で、令和９年度も募集すると

書いてあるので、来年４月に入った子については可能性ありますよね。 

 

確かに会長のおっしゃるとおりでございます。もし、今の２歳児が来年３歳児とし

て入ってきて、それで閉園となった場合には、小高委員のおっしゃるとおり、来年度

３歳児を担当する職員を城西幼稚園に配置するなどの配慮は行いたいと思っており

ます。 

 

私の方から１点質問しますが、前に教育委員会で、学校の統廃合等を検討する際

に、特に直近で言うと源小学校を廃止する際、子ども１人当たりにかかってる経費は

おいくらですかっていうことをお伺いしました。 

最悪、１人でも学校を存続しなきゃいけない場合もあるかもしれません。その子１

人を在籍させるために年間いくらかの人件費であるとか、光熱費とか様々ですね、現

在の大和幼稚園について、そういった経費的なもの、園児１人当たりいくらという把

握してるものがございますでしょうか。 

 

今の公立幼稚園は５園あるのですが、その予算の総額をはじきますと、人件費を除

いた部分で、１園当たり約２，０００万円かかっております。人件費を除くというの

は、正規職員の人件費を除いたという意味合いです。 

つまり、１０人程度の園であれば、１人当たり２００万円かかっているということ

でございます。 

 

人件費も含めるとどのぐらいありますか。園長先生もいると思いますし。 

 

人件費を入れると、１園当たり５，０００万円となります。 

 

１人当たり５００万円ぐらいかけている場合があると。逆に最大の園は、どのくら

いなのでしょうか。現在市内で最大の園の１人当たりの経費をお願いします。 

 

５園あるうち、１番園児の多い園が公平幼稚園の５１人でございますので、人件費

を含めた５，０００万円を５０人で割って、１００万円ぐらいでございます。 

 

大きい園でも人件費がほぼ変わらないということで、公平でも大和でも人件費は

変わらないのですか。 

 

人件費を除いた分の幼稚園の総額を５園で割ると、２，０００万円ですので、１０

人の園であれば、園児１人当たり２００万円というような説明を先ほどはさせてい

ただきました。 
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会長 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は先ほどと同じように２，０００万円を５０人で割って４０万円、そのような

比較になります。 

 

公平の方がきっと職員数は多いのですよね。さっき大和の場合で、人件費を足すと

５，０００万ってお話をされたので、公平の場合で人件費足すといくらなのかと思っ

て。 

 

正規職員の数につきましては、公平も大和もすべての園５人なので、一緒です。 

 

なるほど。わかりました。ありがとうございます。１００万円と５００万円の差が

あるということで、単純に理解できるかと思います。 

その他、委員の皆様方、ご意見ご質問等ございますか。 

では集約すると、令和９年度末の城西幼稚園との統合は、そうせざるをえないだろ

うというご意見と、統合された際に、もし残る園児がいたらその対応をきちんとして

欲しいというご要望と、そういった形のご意見だったと思います。 

この議題の議事についても終了させていただきたいと思います。 

当初の議事、以上で終了になりますので、事務局に進行をお戻し申し上げます。 

 

３．その他 

事務局 

 

本年度の子ども・子育て会議は本日で最後となります。来年度の日程につきまして

は、６月から７月ごろを予定しております。現在の委員で行う最後の会議となる予定

ですので、よろしくお願いいたします。 

４．閉  会 以上で本日の会議は終了とさせていただきます。 

お疲れ様でございました。 

 


